
　　　　　　　－２１

１

小口径浸透桝　１５０φ

調整ブロック 直　　壁

ｈ ｈ’管　底　Ｈ 管　底　Ｈ

　　　　１００ ３００１，５０１～１，６００ １，３５１～１，４５０

１，６０１～１，７００ １，４５１～１，５５０ 　　２×１００ ３００

１，７０１～１，８００ １，５５１～１，６５０ 　　　　　５０ ６００

１，８０１～１，９００ １，６５１～１，７５０ 　　　　１００ ６００

１，９０１～２，０００ １，７５１～１，８５０ 　　２×１００ ６００

２，００１～２，１００ １，８５１～１，９５０ 　　　　　５０ ９００

２，１０１～２，２００ １，９５１～２，０５０ 　　　　１００ ９００

２，２０１～２，３００ ２，０５１～２，１５０ 　　２×１００ ９００

２，３０１～２，４００ ２，１５１～２，２５０ 　　　　　５０ １，２００

２，４０１～２，５００ ２，２５１～２，３５０ 　　　　１００ １，２００

２，５０１～２，６００ ２，３５１～２，４５０ 　　２×１００ １，２００

２，６０１～２，７００ ２，４５１～２，５５０ 　　　　　５０ １，５００

２，７０１～２，８００ ２，５５１～２，６５０ 　　　　１００ １，５００

２，８０１～２，９００ ２，６５１～２，７５０ 　　２×１００ １，５００

２，９０１～３，０００ ２，７５１～２，８５０ 　　　　　５０ １，８００

３，００１～３，１００ ２，８５１～２，９５０ 　　　　１００ １，８００

調整ブロック 斜　　壁 直　　壁

管　底　Ｈ 管　底　Ｈ ｈ ｈ’ ｈ”

１，２００～１，３００ １，０５０～１，１５０ １００ ３００ ３００

１，３０１～１，４００ １，１５１～１，２５０ ５０ ３００

１，４０１～１，５００ １，２５１～１，３５０ ５０ ６００３００

４５０

ＲＨМ・ＲＨＡ－１２

　　　　　　　－１３

　　　　　　　－１４

　　　　　　　－１６

ＲＨМ・ＲＨＡ－１５

　　　　　　　－１７

　　　　　　　－１８

　　　　　　　－１９

　　　　　　　－２０

　　　　　　　－２２

　　　　　　　－２３

　　　　　　　－２４

　　　　　　　－２５

　　　　　　　－２６

　　　　　　　－２７

　　　　　　　－２８

　　　　　　　－２９

　　　　　　　－３０

組立汚水桝　ＲＨМ－１２～３０　(H=1,200～3,100)　・組立ため桝　ＲＨＡ－１２～３０　（H=1,050～2,950）

ＲＨМ－１５～３０ ＲＨＡ－１５～３０

ＲＨМ－１２～１４ ＲＨＡ－１２～１４

４ 小口径汚水桝　　２００Φ　（Ｈ＝１,２００以上２,０００未満）

２
０

０
Ｖ

２
０

０
Ｖ

１５０Ｖ

１００Ｖ

注記：　Ｈ＝２,０００以上の場合は関係部署と協議して桝種を決定する。

５ 防護蓋

ＧＬ

１
０

０

台座

鋳鉄製防護蓋の場合

鋳鉄製防護蓋
内蓋

15
0

砕石(C20)
700×700程度

立上り部

格子桝　　ＫＡ－３０　（Ｈ＝３３０以内）

浸透用

ワンタッチ蓋

雨水浸透桝

４号砕石
透水シ－ト

５００

１００Ｖ

１６５φ３
６

０
１

０
０

１
６

０

□

格子桝　　ＫＡ－４５　（Ｈ＝４００以内）２

小口径浸透桝　２００φ

３ 小口径汚水桝　　１５０Φ　（Ｈ＝１,２００未満）

１
５

０
Ｖ

１００Ｖ

塩ビ蓋又は鋳鉄蓋
ＣＯ１００

ＧＬ ２
０

２
０

１
５

０
Ｖ

Ｈ
１

０
０

１
０

０
Ｈ １

０
０

Ｖ

１００Ｖ

山砂の類にて床付

立上り部
ＶＵ

ＶＣ－１Ｎ　（仕切弁の呼び径５０以下）

注記：Ｈは、配管の埋設深度により決定する。

ＶＣ－２Ｎ　　（仕切弁の呼び径６５以上）

４５０φ

５
０

１
０

０
１

５
０

７００

ＧＬ

砂利敷きならし
防水モルタル

Ｂ－２８００

２
０ １
０

０

５
３

０

既製ＣＲ桝

水抜きパイプ

注記：必要により水抜きパイプを考慮する。

６ ７ ８ ９

１０

４５０

トラップ付の場合一般の場合
５

０
１

０
０

５
０

６
１

５

３
６

５
８

０
１

０
０

３００　□

□

ＧＬ

４００

□

□

グレーチング（受枠付）

Ｈ
１

０
０

以
上

５００ □

５５０　

６５０

再生クラッシャラン
４０ｍ／ｍ

金ゴテ仕上げ

（３９５×４００×２５Ｈ）

切込砕石又は

Ｈ

５
１

０
７

６
０

１
０

０

１
０

０

６５０　
□

１
５

０
以

上

ＧＬ

４５０　
□

□

５５０□

□

１
０

０

５
０

５
０

７００

８００

金ゴテ仕上げ

（５４５×５５０×３２Ｈ）

再生クラッシャラン
４０ｍ／ｍ

切込砕石又は

グレーチング（受枠付）

山砂の類にて床付

ＧＬ

塩ビ蓋又は鋳鉄蓋

トラップ付の場合一般の場合

塩ビ蓋又は鋳鉄蓋
ＣＯ１００

ＧＬ ２
０

２
０

Ｈ
１

０
０

１
０

０
Ｈ

山砂の類にて床付

立上り部
ＶＵ

山砂の類にて床付

ＧＬ

塩ビ蓋又は鋳鉄蓋

ＶＵ

山砂の類にて床付

ＧＬ

６００

２１６φ３
８

０

２
２

４

□

再生クラッシャラン
４０ｍ／ｍ

切込砕石又は

浸透用

ワンタッチ蓋

雨水浸透桝

４号砕石
透水シ－ト

１００Ｖ

１
０

０

□

ＧＬ

均しコンクリート

９９０φ

Ｈ

１
３

０
６

０
０

１１０１１０

１
１

０
ｈ

斜壁６００φ×７５０φ

調整ブロック（ｈ）

８２０φ

ＧＬ

ｈ
’

ｈ
”

１
５

０

１，２００φ

直壁（ｈ”）

８２０φ

調整ブロック（ｈ）

１
１

０
ｈ

６
０

０
６

０
０

２
０

０

１，１５０φ

１，４００φ

底板

マンホール６００φ

微調整金具

マンホール受枠

斜壁６００φ×９００φ６００

１１０ １１０

ＧＬ

直壁（ｈ’）

モルタル塗り
金ゴテ仕上

躯体ブロック
均しコンクリート

Ｈ

ｈ
’

１
０

０
以

上

１
３

０

４０ｍ／ｍ

ＲＨМ－１５～３０ＲＨМ－１２～１４ ＲＨＡ－１２～１４

１
０

０
１

５
０

以
上

ＲＨＡ－１５～３０

切込砕石又は

再生クラッシャラン

×６００Ｈ

（ＭＨＡ）

底板

４０ｍ／ｍ

切込砕石又は

１
０

０
１

５
０

以
上

均しコンクリート

４０ｍ／ｍ

切込砕石又は
再生クラッシャラン

マンホール６００φ

微調整金具

マンホール受枠

（ＭＨＡ）

切込砕石又は
再生クラッシャラン
４０ｍ／ｍ

均しコンクリート１
０

０
以

上

躯体ブロック

モルタル塗り
金ゴテ仕上

（ｈ’）

再生クラッシャラン

金ゴテ仕上げ

山砂の類にて床付

山砂の類にて床付 山砂の類にて床付

山砂の類にて床付

□

□

□

（100m/m） （100m/m）
山砂の類

砂利敷きならし

３００φ

ＧＬ２
０

Ｈ

１５０φ

１
５

０
５

０

金ゴテ仕上げ

４００

３００ＶＵ又はソケット

２００ＶＵ

再生クラッシャラン
４０ｍ／ｍ

切込砕石又は

１
０

０

図　　名工 事 名

工　事 年 月 日 縮　　尺 図面番号

機械設備工事共通図（その１） ※．記載なき項目については国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」による。

1/3

機械設備工事共通図（その１）

Ｂ－１（落し込み）

改訂：令和4年4月（発注部署名を新潟市に）

2022.4

新潟市



１回目

配管径５０以下 配管径６０以上

バックアップ材
（ヤーン等）

配管

プラスチックテープ１／２重ね１回巻き

ｄφ(mm)
ｄφ(mm)

４０ｄ以上

スラブ配筋
２カ所結束

ＧＬ
屋外

ＧＬ

ステンレス鋼管

地中梁貫通部
防食テープ巻き

屋内（ピット）
（ピット内水密を

要する場合）

フランジ部
防食テープ巻き

スリーブ（黒鋼管）

バックアップ材
（ヤーン等）

防水つばＰＬ2.3以上
ＰＬ６、巾５０以上

シーリング材充填
２０×２０内外

ｄφ(mm)
片巻吊ボルトSUS

ｃφ(mm)以上
止ボルトSUS

プラスチックテープ
１/２重ね１回巻き

５０以上５０以上

屋外

50以上
50以上200以下 200以下

屋内（ピット）

防食テープ巻き
地中梁貫通部

フランジにて配管接続金属継手にて配管接続

防食テープ巻き
地中梁貫通部

水道用ポリエチレン二層管
水道配水用ポリエチレン管

水道配水用ポリエチレン管ステンレス鋼管

（ピット内水密を
要する場合）

金属接続部
防食テープ巻き

注記：フランジはステンレス製（ＪＩＳ　１０Ｋ）とする。

地中梁配管貫通施工要領

鋼管類のコンクリ－ト貫通部防食要領 ポリエチレン被覆鋼管継手防食要領 防食テ－プ巻施工要領（２回巻）

A/2A/2

A

２回目

100 100

50

100 100

50

接続ヶ所

１．ペトロラタム系プライマー塗布
２．ペトロラタム系防食テープ

ポリエチレン被覆鋼管

注記：バンド部分を塩ビ等で被覆したものは除く。

鋼管部の支持要領（吊金物と配管が異種金属の場合）

400

土間配管吊金物施工要領

割当板養生 ｔ＝2.8mm以上
ｗ＝25mm以上

配管Ａ

片巻吊ボルト

４０ｄ以上

１００以上

保温しない場合

片巻吊ボルトSUS

止ボルトSUS

吊バンド（SUS）

注記１：鋼管の場合は当板不用。

管径

１５～２５
３２～１００

１２５～１５０
２００～２５０

止ボルト
ｃφ(mm)

９
１３
１６

９
９
１３
１６

吊ボルト

防水層貫通管処理要領

アスファルト防水

防水モルタル

仕上げ 仕上げ スリーブ（黒鋼管）

外内外内

ＰＬ６、巾５０以上

２０×２０内外

注記：スリーブ（黒鋼管）は汚れ､油類を除去し､内面及び端面に錆止め塗料を塗る。

シーリング材充填

防水つばＰＬ2.3以上

防水モルタルの場合 アスファルト防水の場合

但し、外面は、コンクリートとの付着を密にするため錆止めは不要。

ａ
ｄ
ｈ

Ａ
Ｈ

転圧処理

ＧＬ

Ｈ

ａ ｄ ａ

Ａ

転圧処理

ｈ

Ｈ

ａ ｄ

在来土埋戻

ａ

Ａ

在来土埋戻

１
０

０
１

０
０

山砂の類にて床付

転圧処理

転圧処理

排水管の掘削断面

１
０

０

ｈ

山砂の類

約１５０

１１ １２ １３ １４

１５ １６ １７

１８

埋設表示テープ 150幅

１／２重ね１回巻きとする。

１／２重ね１回巻きとする。
３．プラスチックテープ

２回目
１回目

テープ幅Ａ

A/2A/2

鋼管

１００以上

保温筒

配管Ａ

保温筒

保温する場合

スラブ配筋
２カ所結束

A/2 A/2

A

６
ｄφ(mm)Ａ(mm)

ＧＬ

転圧処理

山砂の類にて床付

SUS

ｃφ(mm)以上

割当板養生（接着）

(配管と同一材料） (配管と同一材料）

記　号

根切り深さ
根切り幅

管底深さ
管外径
作業ゆとり幅

名　　称 単位

図　　名工 事 名

工　事 年 月 日 縮　　尺 図面番号

機械設備工事共通図（その２） ※．記載なき項目については国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」による。

2/3

（㎜）
（㎜）
（㎜）
（㎜）
（㎜）

機械設備工事共通図（その２）

２：全ネジ支持棒は使用しない。

給水管・消火管・液化石油ガス管および排水管根切り・埋戻し標準図

給水管・消火管・液化石油ガス管の掘削断面

改訂：令和4年4月（発注部署名を新潟市に）

2022.4

新潟市



機器、器具耐震処置１９

対象機器例

重量機器天井換気扇類

吊
り
長
さ
 
ｈ

(mm)

ファンコイル＃200以下

消音ﾎﾞｯｸｽ付ﾌｧﾝ(小型）

GHP、EHP室内機90型以下

h=250mm未満

h=300mm以上～

　1,000mm未満まで

h=1,000mm以上～

　2,500mm未満まで

ファンコイル＃1200以上

消音ﾎﾞｯｸｽ付ﾌｧﾝ(大型）

GHP、EHP室内機160型以下

全熱交換器ﾕﾆｯﾄ1000CMH以下

本体

本体

本体

本体

ｈｈ

吊り棒1/2

本体

本体

本体

本体本体

ｈ

ｈ
ｈ ｈ ｈ

ｈ

ｈ

IN,ｱﾝｶｰBT

吊り棒3/8

固定金具

形鋼

形鋼

形鋼ﾌﾞﾚｽ3/8
(4面）

ﾌﾞﾚｽ3/8
(4面）

固定金具
吊り棒3/8

固定金具
吊り棒1/2

ﾌﾞﾚｽ3/8
(4面）

吊り棒3/8

ﾌﾞﾚｽ3/8
(放射状4ヶ所）

吊り棒1/2
ﾌﾞﾚｽ3/8
(4面）
固定金具

注記1. ﾌﾞﾚｽ補強固定金具は「脱落防止型」とし、斜材の交点についても結束処理を行う。

Wﾅｯﾄ、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

Wﾅｯﾄ、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

Wﾅｯﾄ、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

注記2.

注記3.

注記4.

耐震支持不要

ブレス設置角度は45°±15°程度とする。

備考

h=250mm以上～

　300mm未満まで

機器重量 10kg未満 10kg以上30kg未満 30kg以上100kg未満 100kg以上

(参考例）

全熱交換器ﾕﾆｯﾄ250CMH以下

(参考例） (参考例） (参考例）

〈例2〉〈例1〉

〈例2〉〈例1〉 IN,ｱﾝｶｰBT

IN,ｱﾝｶｰBT

IN,ｱﾝｶｰBT

IN,ｱﾝｶｰBT

IN,ｱﾝｶｰBT

IN,ｱﾝｶｰBTIN,ｱﾝｶｰBTIN,ｱﾝｶｰBT

ｈ
1

注記：ｈ1=500以上1,500未満を標準とする。

注記5.

枠組みグリッド天井や可動式天井におけるカセット型空調機等の取付に際しては、機器周囲に計画変位量を考慮したクリアランスを設ける。

上記図面は機器に防振装置が付いた場合を示す。

フェイスの突き出し寸法で対処できない場合は、フェイス部に隙間プレート等の設置を併わせて検討する。

図　　名工 事 名

工　事 年 月 日 縮　　尺 図面番号

機械設備工事共通図（その3）
※．記載なき項目については国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」
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並び独立行政法人建築研究所監修「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

(参考例）

排煙口類(天井,壁取付）

制気口類(天井,壁取付）

ダクト

下がりダクト

ボルトナットで堅強に鋼材に固定し

制気口本体

下がりダクトと一体とする。

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ固定

固定棒1/2

形鋼
（内部ｱﾝｸﾞﾙ
Ｗﾅｯﾄ固定）

ダクト

下がりダクト

内側よりﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽで堅強に下がりﾀﾞｸﾄ

制気口本体

に固定する。

〈天井、壁制気口類の例〉

〈排煙口類の例〉

機械設備工事共通図（その３）

*　*　*

本体

ｈ

天井開口補強下地材にビス止めを行う。

吊り棒3/8

1点支持の場合はワイヤー等の落下防止

対策を図る事。

注記：吊り棒は2点支持を標準とするが

〈天井換気扇類の例〉
IN,ｱﾝｶｰBT

防振ﾊﾝｶﾞｰ

防振ﾊﾝｶﾞｰ

防振ﾊﾝｶﾞｰ防振ﾊﾝｶﾞｰ

防振ﾊﾝｶﾞｰ防振ﾊﾝｶﾞｰ 防振ﾊﾝｶﾞｰ

防振ﾊﾝｶﾞｰ

防振ﾊﾝｶﾞｰ防振ﾊﾝｶﾞｰ

吊り長さｈが2,500mm以上となる場合は、鋼製の「ぶどう棚」等をもうけ、吊り長さを短くする。

新潟市
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改訂：令和4年4月（発注部署名を新潟市に）


